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研究実績 

の概要 

【目的】 

羅漢果は中国の伝統果実であり，その抽出物は古くから民間薬として使用されてきた．

羅漢果は果実であるが，その甘味は主にモグロシド類と呼ばれる配糖体によるものであ

る．甘味度は砂糖の数百倍とされ，市販低カロリー甘味料としての利用も進んでいる．ま

た，近年では羅漢果抽出物による食後血糖上昇抑制作用が報告され，その機序はα-グル

コシダーゼの阻害によることが発見された．この食後血糖上昇抑制作用について，中高年

者・高齢者を対象をとし，その対象人数を増やすことで羅漢果抽出物による食後血糖値へ

の影響を検討した． 

【方法】 

対象は中高年者・高齢者（男性 4名，女性 35名，年齢66.6±8.2歳）で，FBSと食後 120

分の血糖値から糖尿病治療ガイドに準じて正常型・境界型・糖尿病型に分類し，2種類の

試験食負荷による食後血糖値の推移を各分類で検討した．試験食は対照食として菓子パン

とオブラート，羅漢果食として対照食と羅漢果抽出物 0.067ｇ（ショ糖 20ｇに相当する甘

味）を摂取させた．単回摂取試験とし，全対象者に対して隔日 2回試験を実施した．採血

は試験食摂取前 0分および摂取後 15分，30分，60分，120分の 5回行い，全対象者につ

いて各時間の血糖値，空腹時 HbA1c 値，空腹時インスリン値の測定を依頼した．統計解

析は血糖値，血糖上昇曲線下面積（area under curve:AUC）について対応のある t検定を行

い，両側検定で危険率 5％未満を有意水準とした． 

※ 次ページに続く 



 

研究実績 

の概要 

【結果】 

対照食摂取時と比較して，食後血糖値において糖尿病型の食後 30 分値および食後 120

分値が羅漢果食摂取時で有意に低値となった．血糖AUCについても有意に低値であった．

また，2親等以内に糖尿病の家族歴を有する対象者において，羅漢果食摂取により食後 60

分の血糖値が有意に低値となったが，血糖AUCにおいて有意差はみられなかった． 

【考察】 

羅漢果抽出物が糖尿病型の対象者に有意に作用したことから，食後の血糖推移が高い人

に作用することで，血糖の上昇を適正レベルにまで抑制するのではないかと考えた．また，

2親等以内に糖尿病の家族歴を有する対象者に対しても羅漢果抽出物が有意に作用したこ

とについて，特に 2型糖尿病については遺伝的要素との関連が深く、糖代謝に関与する酵

素の一遺伝子多型なども多く報告されていることから、糖尿病の家族歴をもつ対象者に共

通の遺伝的要因との関連があるのではないかと考えた．本研究では羅漢果抽出物を単回摂

取とし，その摂取と食事開始までの間に時間を設けなかったが，ラットにおける羅漢果抽

出物投与試験では，長期投与や，投与から食事開始までに時間を置くことで羅漢果による

有意な食後血糖上昇抑制作用がみられたとの報告もあることから，今後はこれらの条件を

ヒトに置き換えて整えた上で検討していく必要があると考えられた． 
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